
第
四
節

日
露
戦
争
と
神
戸

戦
争
と
神
戸
経
済
界

開
戦
予
怒

と
貿
易

明
治
主
十
六
（
一
九
O
一
一
一
）
年
後
半
か
ら
門
出
の
対
立
は
よ
り
露
わ
に
な
っ
た
か
ら
、
特
に
日
清
貿
易
に
影
響
が

大
き
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
対
欧
米
’
貿
易
に
も
「
少
か
ら
ぬ
影
響
」
が
あ
り
、
神
戸
港
の
「
貿
易
市
場
は
日

に
沈
衰
の
情
勢
」
と
な
っ
た
。
明
治
一
一
一
十
七
年
冒
頭
に
神
戸
商
業
会
議
所
が
調
査
し
た
「
神
戸
の
貿
易
と
海
運
に
及
ぜ
る

R詰

じ
ゅ
件
の
影
響
」
は
二
一
一
十
六
年
後
半
期
（
入
j
十
二
月
）
に
お
け
る
北
清
貿
易
・
斡
国
貿
易
・
海
運
・
一
般
経
済
・
神
戸
同
盟
銀
行

諸
勘
定
・
神
戸
市
倉
庫
貨
物
の
各
部
に
わ
た
っ
て
つ
打
撃
し
あ
り
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
が
特
に
中
国
北
部
と
斡
間
対
象
の

日孫·~やと神戸

貿
易
を
調
べ
て
い
る
よ
う
に
、

ア
ジ
ア
と
の
貿
易
不
指
は
、
神
戸
市
全
体
の
沈
滞
に
つ
な
が
る
も
の
だ
っ
た
。
海
運
で
は
、
一
一
一

十
七
布
十
一
月
五
日
頃
以
後
は
北
清
貿
易
の
「
輸
出
途
絶
」
し
、

た
め
に
つ
殆
ど
航
路
か
γ
隠
し
た
る
が
如
き
状
態
」
に
な
っ
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
最
後
に
「
若
し
み
大
れ
不
幸
に
し
て
之
が
解
決
尚
遷
延
す
る
に
於
て
は
突
に
財
界
は
一
層
の
不
捺
に
陥
る
や
必

第四節

せ
り
」
と
結
び
、
日
露
問
題
「
解
決
」
の

い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
も
日
露
戦
争
勃
発
を
期
待
す
る
世
論
が
形
成
さ

れ
て
い
た
。
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開
戦
後

の
貿
易

明
治
一
一
一
十
七
年
の
貿
易
は
、
全
国
ベ
i
ス
で
愉
出
三
低
一
一
九
四

O
万
円
、
愉
入
一
一
一
億
八
一
八

O
万
円
と
な
り
、
五

ニ
四

O
万
円
の
輸
入
超
過
と
な
っ
た
。

入
超
傾
向
は
神
戸
港
で
は
更
に
強
く
、
輸
出
入
七
九
七
万
円
に
輪
入
一
億

七
一
八
五
万
円
と
、

八
一
一
一
八
八
万
円
の
入
超
と
な
っ
て
い
る
。
済
対
象
の
綿
糸
と
銅
の
輸
出
が
減
少
し
、
繰
綿
や
米
な
ど
の
輸

入
が
地
加
し
た
。
対
清
貿
易
は
、
当
初
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
が
、

そ
の
後
回
復
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九

0
0年
代
に
は
横
浜
港
は
輸
出
港
、

「
我
神
戸
港
は
常
に
輸
入
港
を
以
て
隠
せ
ら
る
L

と
一
一
一
口
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
出
起
、
入
超
額
向
を
指
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
神
戸
港
で
は
入
超
が
常
態
と
な
っ
て
い
た
。

日
原
戦
争
で
は
、
入
超

額
が

J
m
e年
無
比
の
多
額
L

と
な
る
だ
け
で
な
く
、

「
出
品
〈
に
希
有
の
異
例
を
見
る
に

っ
た
。
戦
争
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
当
然
で
あ
る
。
輸
出
で
は
、
欧
米
市
場
向
け
の
麦
枠
瓦
聞
や
緑
茶
、
香
港
市
場
向
け
の
菜
種
油
な
ど
が
増
加
し
た
が
、
開

戦
を
予
想
し
て
の
見
込
み
輸
出
で
あ
り
、
輸
入
増
の
砂
糖
や
石
油
も
同
様
の
見
込
み
愉
入
で
あ
る
（
表
的
問
）
。
夜
接
戦
争
に
関
連

す
る
の
は
軍
需
物
資
で
あ
り
、
米
・
魚
缶
詰
な
ど
食
糧
、
大
変
・
飼
箪
な
ど
事
馬
用
粧
称
、
羊
毛
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
繰
綿
な

ど
軍
用
衣
料
が
輸
入
捕
に
、
軍
事
用
に
充
て
ら
れ
た
銅
も
輸
出
減
と
な
っ
て
い
る
。
波
及
結
果
と
し
て
は
、
一
一
一
つ
あ
る
。
第

は
、
戦
争
に
伴
う
勤
倹
貯
菜
、
節
約
の
風
潮
で
、
縮
締
や
更
紗
な
ど
の
衣
料
材
料
、

ア
ニ
リ
ン
な
ど
染
料
の
輸
入
滅
を
招
い
て

い
る
。
第
一

に
、
戦
費
の
た
め
の
哨
税
は
非
常
特
別
税
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
影
響
は
砂
糖
輸
入
滅
に
現
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
米
の
輸
出
減
の
ほ
か
に
増
税
の
噂
が
出
て
売
り
惜
し
み
が
始
ま
る
な
ど
に
波
及
し
た
。
第
一
一
一
に
、

日
清
戦
争
と
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
大
動
員
が
行
わ
れ
た
た
め
、
労
働
力
が
不
足
し
、
紡
組
関
係
の
製
品
を
含
め
輸
出
減
と
な
っ
て
い
る
。

戦
場
に
な
っ
た
満
州
か
ら
の
輸
入
品
（
豆
粕
・
小
麦
な
ど
）
や
輸
出
品
（
麦
酒
・
波
璃
鏡
な
ど
）
が
減
少
す
る
の
は
当
然
だ
っ
た
。
積

み
出
し
ゃ
航
路
の
困
難
だ
け
で
な
く
、
保
険
率
や
運
賃
の
上
昇
な
ど
が
海
運
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
梅
運
で
は
「
船
舶
は
大
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第四節 目露戦争と神戸

表 98 日原戦争と神戸港貿易 （明治37年の対前年同期比地減分〉

（単位：万円）

輸出増の主な製品 i額！ 理 由 ｜輸出減の主な製品i額i理 由

麦稗主主回（上半期）； 74 h欧米市場 i銅 （上半期） I 10s 家主脅
（下半期lI 63 I I好景気 ｜ （下半期） I 62 I 

緑茶 （上半期） I 32 11見込み輸出 ！綿織糸 Lヒ半期） I 9 綿花際交
胸磁器 （上半期lI 2s I/ I （下半期lI 288 労力払底

（判明） I 22 /J ！麦酒 （上半期） I ：日制附象
木蝋 （上半期）！ 24 Iノ i政璃鏡 （上半期） I u J 叫川

菜1塗？社1（下半期） 31 呑港市場 i天竺布 （上半期） 1 16 労力払底
I 込み輸出 ｜ （下半期） I i 

紙巻煙草（上半j弱） 54 11営化 i紙巻煙率（下半期） ! 94 反動
米 （上半期） 1C8 豊作 i米 （下半期） I 144 I鍍需・増税l噂

合計 （上半期） 1903年 4,227/1904年 4,521口 294増
（下半期） 1903年 4,824/1904年 4,276==548減
総計 1903年 9,051/1904年 8,797 == 254滅

輸入増の主な品目［綴 j 理 由 ｜輸入減の主な品目 i額： 理 由

' ' 一一一一一一～－＇－一一一一一一一一一ム一一一一一汽船 （上半期 1 s2 i I iSl粕 上半期、 !CO I満州事5出
（下土問羽） 18引ト船舶欠乏 I j、交 上半期） 1 s 1 

汽鎌汽機（上半期3 37 !J 下半期、 218 I .tf二荘積出
： ヨ素粉 〔：fミ子紘一1.58 . 

米 下半期） 373 1米二i二二L主主既） )8:4.二前年が異常
魚缶詰 （上半期） 121 縮締呉弓上半期） 128 、

（下半期； 18什 下半期~ 581 
大変 、上半期） 11 I ¥t紗 （二仁三三~!ill s3 ¥ 

（下半期） 70 下士｜土j現） 36[ 

飼紫 」恒三期 13 i天然民主 （上半期 82¥ 

石炭 （上半j!Jl) 25 ＇！：時 下半期） 17 i ＼節約即日l
（下半期） 83 I 緩紗 上司王期） 111 

学毛 上司す拐 39 下半期） 371 
（下半期） 67 アニリン染料 。！

プランケノト , .. I （上半期） 勺
ノ ノ J L 、＂叩 433 〉之、♂；；＇. 〕

（下半期）寸Uυ什 下半期~ 201 

典前 cr=1s期1:. ~？？ I ~p時 一イポ尋問i- 76h 
説話 五半期1) iio 1 属議 i全半期j 61f域税
石油 上半期C 102 ト見込み輸入 iJ板紙 上半期） 24 i 

（下半期） 154 J 下半期） 27 ! 

合計 （上半期） 1903年 8,052/1904年 8, 087 == 35域
（下半期） 1903年 7,401/1904年 9,098口 1,697j議
総計 1903年 15,453/1904年 17,185==1, 732増

(tl:) 万円以下は切り捨て。

資料： ＇又新品明治 38年 4Jl 28臼～ 5月20日「戦時の当浴貿易J，明1戸市統計怒a
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半
徴
発
」
さ
れ
た
た
め
「
運
輸
力
の
欠
乏
L

と
な
っ
た
。
海
運
は
、

ロ
シ
ア
の
東
洋
舵
隊
や
バ
ル
チ
ッ
ク
離
隊
が
存
殺
し
た
た

め
、
そ
の
動
向
を
め
ぐ
る
情
報
に
よ
り
輸
出
入
の
増
減
、
保
険
率
の
上
下
が
左
右
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
総
合
す
る
と
神
戸
港
の
貿
易
は
、
前
年
比
一
四
七
八
万
円
の
培
加
と
な
り
、
賑
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

2 

戦
争
と
市
民

開
戦
を
予
期

す
る
世
論

こ
の
こ
ろ
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
神
戸
付
録
に
「
ポ
ス
ト
使
L

と
い
う
投
書
欄
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

明
治
一
一
一
十
七
年
一
月
の
神
戸
市
に
は
「
日
蕗
瞭
隊

O
Oに
て
衝
突
し

O
O蹴
大
勝
利
を
得
て
敵
般
を
撃
沈
し

た
り
L

な
ど
の
噂
が
飛
び
交
っ
た
。
宴
会
の
席
に
つ
い
た
「
位
相
」
も
「
姿
し
ゃ
西
伯
利
預
で
看
護
す
る
」
と
「
流
行
歌
L

を

：ぉ：

「
岡
弘
問
題
の
落
語
を
な
す
」
落
語
家
、

「
旦
那
一
時
四
亜
の
奴
が
元
町
通
り
で
も
通
り
ま
せ
ぬ
か
、

一
つ
ぶ
ん
撲
り
て

や
り
ま
せ
う
」
と
「
意
気
ま
」
く
車
夫
な
ど
が
見
ら
れ
た
（
向
明
治
一
一
一
十
七
年
一
月
十
一
日
）

G

「
夜
郷
兵
の
一
分
子
し
か
ら
神
戸
市

在
郷
軍
人
に
あ
て
て
「
時
局
も
余
程
切
迫
、
一
合
寧
危
機
一
髪
と
な
り
ま
し
た
、
取
引
火
に
愉
快
ち
ゃ
御
陵
い
ま
吃
ん
か
し
と
日
露
関

戦
合
｝
期
待
す
る
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
簡
単
な
る
露
語
の
研
究
し
を
し
な
い
か
と
実
践
的
な
呼
び
か
け
も
あ
っ
た
。

閣
僚
・
露
僚
応
募

軍
資
獄
納
運
動

日
清
戦
争
の
際
、
明
治
二
十
七
年
十
月
「
徴
集
兵
士
の
旅
費
贈
与
、
従
軍
兵
士
の
家
族
補
助
」
を
計
る

た
め
の
神
戸
市
尚
武
会
が
、
神
戸
市
長
嶋
沌
幸
恭
を
会
長
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、

日
露
戦
争
で
も
悶

様
の
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
一
一
一
十
七
年
一
月
二
十
日
、
向
会
（
会
長
・
坪
野
平
太
郎
市
長
）
の
評
議
員
会
が
聞
か
れ
、

「
大
に
会
員

を
募
集
す
る
」
た
め
に
協
賛
委
員
九

O
余
名
を
選
出
し
た
。

婦
人
の
箪
事
後
援
間
体
で
あ
る
愛
国
婦
人
会
兵
路
県
支
部
（
支
部

342 近代都市神戸の発後第二試



長
服
部
鈴
子
H
服
部
県
知
事
夫
人
）
は
、

一
二
十
六
年
十
二
月
末
の
ご
二
四
O
人
か
ら
翌
年
一
月
末
の
二
間
二
一
一
一
人
へ
と
会
員
数
を

拡
大
し
、

さ
ら
に
二
月
中
旬
に
は
こ
六
O
O
余
人
、
十
五
日
の
幹
事
会
当
日
に
問
O
O
人
噌
加
と
急
増
す
る
の
も
、
開
戦
と
い

う
雰
囲
気
か
ら
の
も
の
だ
ろ
う
。

二
月
八
日
、

会
長
を
坪
野
一
平
太
郎
市
長
と
す
る
神
戸
市
在
郷
軍
人
会
と
問
尚
武
会
に
つ
き

「
充
分
な
る
活
動
を
な
さ
ん
」
と
い
う
合
同
案
が
提
議
さ
れ
た
。
十
一
一
一
日
に
は
、
赤
十
字
社
神
戸
委
員
部
と
尚
武
会
委
員
の
協

議
会
が
開
か
れ
、

「
出
征
軍
人
家
族
救
護
及
び
精
兵
の
事
に
つ
き
赤
十
字
及
び
尚
武
会
以
外
に
別
動
隊
的
の
一
会
を
設
く
る
こ

と
」
を
決
め
、
組
織
化
は
坪
野
市
長
に
一
任
さ
れ
た
。

日
清
戦
争
よ
り
は
格
段
に
規
模
の
大
き
い
戦
争
の
予
感
か
ら
、
後
方
の

捕
え
も
合
理
化
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
日
に
坪
野
市
長
の
ほ
か
丹
波
謙
蔵
・
滝
川
弁
一
一
一
・
直
木
政
之
介
・
松

方
幸
次
郎
ら
「
市
内
有
力
者
の
集
合
」
が
行
わ
れ
、

「
神
戸
市
奉
公
会
」
の
名
称
で
神
戸
市
役
所
に
事
務
所
を
お
く
団
体
の
設

立
が
決
め
ら
れ
た
。
会
期
第
一
条
に
は
「
本
会
は
征
露
戦
役
に
関
し
左
の
事
項
を
実
行
す
る
も
の
と
す
。

一
、
軍
人
の
家
族
又

は
遺
族
保
護
の
事
。
二
、
戦
死
者
及
び
荊
死
者
追
悼
の
事
。
一
一
一
、
稿
間
半
其
他
必
要
と
認
め
た
る
事
し
と
あ
り
、
統
一
的
に
軍
人

と
軍
人
家
族
の
救
護
に
あ
た
る
間
体
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
婦
人
の
統
一
間
体
も
、

日
に
神
戸
市
婦
人
奉
公

会
の
発
起
人
会
が
持
た
れ
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
会
長
に
は
牛
場
み
ち
子
（
牛
場
卒
蔵
山
陽
鉄
道
霊
役
夫
人
）
が
就
任
し
た
。

日露戦争と神戸

事
業
と
し
て
、
慰
問
の
ほ
か
児
童
保
育
所
の
設
置
（
一
一
一
カ
所
）
と
運
営
も
行
っ
て
い
る
。
愛
国
婦
人
会
兵
庫
支
部
と
神
戸
市
婦
人

奉
公
会
は
、
競
合
し
な
が
ら
組
織
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
愛
閤
婦
人
会
兵
庫
支
部
の
明
治
一
一
一
十
七
年
十
二
月
末
の
会
員
数
は
、

一
万
八
六
七
回
入
、
神
戸
市
だ
け
で
も
四
九
O
二
人
に
な
っ
た
。
兵
庫
県
の

六
年
十
一
一
月
末
の
女
性
数
八
九
万
一
一
一
六
O
四

第四節

人
に
対
し
て
一
一
・
O
%
の
組
織
率
だ
っ
た
が
、
神
戸
市
で
は
一
一
一
一
万
二
四
七
一
人
に
対
し
て
一
一
一
・
七
%
と
よ
り
高
い
率
を
示
し

て
い
る
。
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明
治

一
月
末
、
神
戸
市
役
所
は
平
く
も
「
軍
資
献
金
取
扱
に
関
し
」
県
庁
に
手
続
き
を
照
会
し
て
お
り
、
ニ
十
八

日
県
永
井
内
務
部
長
は
「
時
局
は
如
何
に
解
決
せ
ら
る
べ
き
や
は
未
知
の
今
日
」
と
現
状
認
織
を
し
つ
つ
も
、
献
金
出
願
者
に

は
「
不
取
放
其
願
意
を
許
し
削
れ
き
1

一
「
局
而
展
開
の
上
軍
資
を
袋
す
る
場
合
一
ま
で
願
書
を
保
管
す
る
よ
う
回
答
し
た
。
そ
の

回
答
が
届
い
た
頃
、
神
戸
市
役
所
に
一
万
円
の
献
金
を
持
参
し
た
老
婆
が
お
り
、

「
課
員
一
向
は
是
れ
ぞ
近
頃
第

の
献
金
高

に
し
て
而
も
一
老
婆
の
身
を
以
て
奇
特
の
奈
り
な
り
と
種
々
話
を
な
し
」
（
吋
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七
年
一
月
三
十
日
）
た
。

こ
の
よ
う
な
軍
資
献
金
を
受
け
入
れ
る
環
境
は
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
開
戦
一
週
間
後
の
二
月
十
七
日
の
新
聞
に
は
神
戸
市

の
軍
資
献
金
高
は
一
万
六

0
0
0余
円
に
達
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。

大
蔵
大
臣
か
ら
の
「
国
債
募
集
の
件
」
を
受
け
、
一
月
三
十
日
上
京
し
た
服
部
知
事
は
、
二
月
五
日
帰
県
し
、
十
七
日
神
戸
市

の
「
銀
行
会
社
其
他
の
有
力
者
七
十
余
名
」
と
の
協
議
を
手
は
じ
め
に
、

二
十
日
ま
で
各
都
市
の
有
力
者
を
呼
び
出
し
て
「
間

家
有
事
の
今
臼
奮
ふ
て
多
額
の
応
募
を
見
ん
」
と
演
説
し
て
、
結
梅
的
な
国
債
応
募
を
求
め
た
。
岸
本
豊
太
郎
や
鳴
滝
幸
恭
ら

も
「
勿
論
何
人
も
異
議
な
く
進
み
て
之
に
応
ず
ベ
く
共
金
額
は
追
々
協
議
の
上
向
分
の
ゆ
出
を
な
す
べ
き
L

（
『
大
朝
』
明
治
一
一
一
十

七
年
一
一
月
十
九
日
）
と
符
与
え
た
。
神
戸
総
合
弁
護
士
は
、
二
月
二
十
二
日
の
集
会
で
、
京
法
応
募
を
決
議
し
、
太
間
保
太
郎
の
五

0
0
0門
応
募
を
は
じ
め
、

一
O
O
O円
以
上
の
高
額
を
申
し
込
ん
だ
た
め
、
当
日
だ
け
で
総
計
約
五
万
円
に
迷
し
た
。
畑
山
人

の
国
債
応
募
に
止
ま
ら
ず
、
同
業
組
合
な
ど
の
団
体
も
応
募
を
し
て
い
く
。
神
戸
実
業
協
会
な
ど
の
大
き
な
団
体
か
ら
、
神
戸

潟
産
物
貿
易
協
立
会
や
神
戸
茶
業
勤
倹
向
盟
会
な
ど
の
小
団
体
ま
で
、
積
立
金
や
剰
余
貯
苓
金
で
応
募
し
て
い
る
。
神
戸
市
と

各
区
の
所
有
し
て
い
る
基
本
金
も
国
法
応
募
に
充
て
ら
れ
、
神
戸
市
五
万
三

0
0
0円
を
含
め
一

O
万
三

0
0
0円
が
三
月
間

日
の
市
参
事
会
に
提
案
さ
れ
た
。
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内
務
省
ル
i
ト
で
進
め
ら
れ
る
国
債
応
募
は
、
地
方
官
吏
の
率
先
し
た
応
募
が
当
然
視
さ
れ
た
。
前
述
の
各
都
の
説
得
を
済

ま
し
た
後
、
服
部
知
事
の
一
五

O
O円
応
募
を
始
め
、
県
庁
だ
け
で
「
一
万
円
以
上
に
達
せ
ん
模
様
」
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
間

民
の
戦
争
熱
に
よ
り
、
県
官
吏
の
応
募
額
も
修
正
を
余
犠
な
〈
さ
れ
、
知
ポ
ば
五

0
0
0円
、
永
井
書
記
官
、
内
村
替
部
長
、

藤
井
法
務
部
長
は
一
五

O
O円
な
ど
と
引
き
上
げ
て
い
る
。

「
服
部
知
事
以
下
県
高
等
官
、
名
誉
職
員
市
内
実
業
家
及
び

般
聴
衆
約
七
十
余
名
」
を
集
め
た
「
掴
民
的
後
援
損
説
会
」

は
、
戦
時
下
の
勤
倹
貯
蓄
な
ど
っ
国
民
的
後
援
」
を
説
い
た
も
の
で
、
参
加
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
後
方
の

在
り
方
が
戦
争
の
遂
行
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
「
総
力
戦
」
の
位
段
付
け
が
民
衆
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
段
階
を
示
し

て
い
る
が
、
記
事
に
「
当
日
傍
聴
者
中
多
く
の
婦
人
を
見
受
た
り
L

（
『
大
朝
』
神
戸
付
録
明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
三
日
）
と
の
注

が
あ
る
の
は
、
大
戦
争
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
婦
人
ら
の
予
感
を
示
し
て
い
た
の
か
も
し
、
れ
な
い
。

日
露
戦
争
は
、

か
っ
て

な
い
規
模
で
展
開
し
よ
う
と
し
て
い

排
外
主
義

と
祝
賀
会

明
治
一
一
一
十
七
年
二
月
八
日
陸
軍
の
先
進
部
賎
が
斡
簡
の
仁
川
に
上
陸
し
、
海
軍
は
旅
阪
港
外
の
戸
シ
ア
般
誌
を

攻
撃
し
て
、
こ
こ
に
日
露
戦
争
は
始
ま
っ
た
。

口
シ
ア
に
対
し
天
皇
の
名
で
宣
戦
布
告
が
発
さ
れ
た
の
は
、
一
一

日露戦争と事jl戸

3
L
l
ヨ
ご
っ
こ
：
、
お
よ
コ
い
り
で
士
、

？

？

カ

如
T

一J
一F

マ
t

八
日
の
戦
協
開
始
が
報
道
さ
れ
た
九
日
夜
か
ら
提
灯
行
列
が
始
、
ぎ
る
。

十
日
に
宣
戦
布
告
の
認
が
出
る
と
、
直
ち
に
号
外
で
知
ら
さ
れ
た
が
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
全
国
民
が
知
っ
た
の
は
忍
十
一

目
だ
っ
た
。
号
外
で
開
戦
を
知
っ
た
神
戸
市
民
は
、
開
戦
下
の
紀
元
節
を
豪
華
に
祝
っ
た
。
開
戦
に
よ
っ
て
「
特
に
神
戸
市
の

第四節

如
き
は
市
民
は
勿
論
在
感
外
国
人
に
到
る
ま
で
歓
天
高
地
い
と
な
り
、
午
後
六
時
挨
川
神
社
境
内
に
提
灯
行
列
が
勢
揃
い
し
た
。

っ
突
に
幾
万
」
の
行
列

J
間
最
敬
礼
の
上
君
が
代
の
楽
奏
」
の
後
、
相
生
橋
か
ら
元
町
筋
を
通
り
、
北
上
し
て
諏
訪
山
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の
金
問
中
一
台
で
万
歳
三
唱
し
て
解
散
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
有
馬
道
や
磯
上
通
、
御
幸
通
、
小
野
柄
通
な
ど
の
「
町
民
総
出
ヘ

J
犬
人
リ
ネ
ル
（
十
四
番
館
主
）
は
外
入
社
会
を
凡
そ
百
名
ば
か
り
従
へ
」
た
ほ
か
、

大
阪
商
船
会
社
、
台
湾
食
塩
会
社
、
住
友

銀
行
、
山
陽
鉄
道
な
ど
企
業
の
従
業
員
も
「
繰
り
出
し
L

て
行
わ
れ
た
。
郵
船
会
社
が
「
海
軍
将
校
の
服
装
を
な
し
て
捕
獲
敵

献
を
引
廻
し
L

た
な
ど
、
開
戦
即
大
勝
利
の
夢
に
酔
う
雰
間
気
が
糠
成
さ
れ
た
。

十
一
日
の
提
灯
行
列
の
興
奮
は
続
き
、
十
二
日
に
津
軽
海
峡
で
ロ
シ
ア
献
一
一
一
隻
が
逝
撃
さ
れ
た
と
い
う
誤
報
が
入
る
が
、
誤

織
と
判
明
し
て
か
ら
も
提
灯
行
列
が
市
内
を
回
っ
て
い
る
。
一
一
一
月
十
四
日
、
旅
順
陥
落
と
こ
れ
も
誤
報
だ
が
、
そ
れ
と
知
ら
ず

提
灯
行
列
が
践
ん
で
、
居
叡
地
一

O
O需
の
ウ
ィ
レ
ク
レ
ル
鴎
会
や
八
二
番
ボ
i
一
ブ
ッ
グ
商
会
な
ど
外
商
が
日
本
企
業
と
並
ん

で
参
加
し
て
い
る
し
、

日
本
人
も
栄
町
・
元
町
・
海
岸
通
・
東
川
崎
町
な
ど
の
町
で
は
「
全
体
の
者
女
と
な
く
子
供
と
な
く
手

に
提
灯
を
振
立
て
し
て
参
加
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
（
吋
大
都
』
神
戸
付
録
明
治
一
一
一
十
七
年
三
月
十
六
日
）
。

五
月
に
入
る
と
、

戸
向
盟
銀
行
午
餐
会
が
発
起
と
な
り
、
神
戸
市
に
あ
る
銀
行
や
会
社
の

J
大
挺
灯
行
列
L

が
企
画
さ
れ
、
一
一
一
日
、
一
一
一
井
銀
行

神
戸
支
店
会
先
頭
に
、
一
一
一
井
物
産
・
大
阪
商
船

一
十
開
銀
行
・
住
友
銀
行
・
日
本
郵
船
・
岸
本
銀
行
な
ど
三

O
社
が
参
加
し

す〈二

各
地
の
神
社
や
寺
院
で
戦
争
勝
利
が
祈
願
さ
れ
、
神
戸
市
で
は
生
田
神
社
・
湊
川
神
社
・
長
聞
神
社
で
十
一
白
か
ら
一
週
間

っ
敵
国
降
伏
祈
願
祭
L

が
執
り
行
わ
れ
た
。
宮
内
各
も
、
全
悶
の
官
幣
社
・
悶
幣
社
に
「
府
立
戦
の
奉
告
祭
を
執
行
す
ベ
し
」
と

「
祭
文
祝
詞
神
餓
料
幣
舟
料
」
を
送
っ
た
の
で
、
十
八
日
神
戸
市
の
生
問
・
湊
川
・
長
田
の
…
一
一
官
幣
社
で
、
勅
使
服
部
知
事
や

勅
使
代
理
仲
大
路
参
事
官
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
。
寺
院
で
は
、
二
月
ニ
十
日
か
ら

日
間
敵
国
降
伏
・
帝
国
戦
捷
の
祈
祷
が
兵

出
郎
新
道
の
妙
見
守
で
、
南
禅
寺
派
管
長
を
迎
え
て
の
敵
国
降
伏
皇
軍
戦
捷
の
祈
祷
大
法
会
が
兵
賄
西
柳
原
町
の
福
海
寺
で
、
一
一
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月
二
十
五
、
二
十
六
日
、
版
楽
寺
と
藤
の
寺
に
兵
路
神
戸
の
浄
土
宗
寺
院
僧
侶
が
集
支
っ
て
皇
不
戦
捷
祈
願
会
が
予
定
さ
れ
た
様
、

新
聞
に
広
告
も
出
し
た
の
は
参
拝
者
を
求
め
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
須
磨
寺
で
は
、

J
Z軍
勝
利
敵
国
降
伏
ノ
為
メ
明
四
日
ヨ
リ

十
日
迄
デ
七
日
間
大
勝
金
制
之
秘
法
ヲ
修
行
シ
出
征
軍
人
一
一
勝
憲
ノ
御
守
ヲ
授
与
ス
」
と
一
一
一
月
一
一
一
日
の
新
聞
に
広
告
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
市
内
の
神
社
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
で
、
戦
勝
祈
顕
行
事
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

キ
ワ
ス
ト
教
も
例
外
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
神
戸
市
の
キ
リ
ス
ト
教
各
教
会
や
婦
人
会
・
青
年
会
の
発
起
で
、
奉
公
開
志
会
が
組
織
さ
れ
（
会
長
・
原
問
劫
）
、
「
軍
隊

及
び
添
人
軍
属
の
家
族
慰
問
其
他
国
民
的
後
援
を
な
さ
ん
が
為
し
会
員
一
銭
ず
つ
の
貯
金
を
決
め
た
。
こ
の
奉
公
会
は
、

!Zl:l 
月

末
に
は
会
員
五
四

O
余
人
に
達
し
、

「
軍
隊
慰
問
軍
人
家
放
の
訪
問
救
愉
等
」
に
活
躍
し
て
い
る
。

村
落
共
肉
体
が
維
持
さ
れ
て
い
る
農
村
部
で
は
、
村
を
あ
げ
て
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る
。
有
馬
郡
有
野
村
の
う
ち
庶
植
村
は
、

一
神
功
皇
宿
の
一
一
一
MW御
征
討
凱
陣
の
御
途
す
が
ら
其
武
具
合
｝
賭
植
に
納
め
一
太
ひ
之
を
同
村
東
’
限
森
に
埋
蔵
せ
さ
せ
五
ひ
し
に
悶

み
て
い
結
構
村
な
る
称
が
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
か
ら
、
二
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
「
村
中
挙
っ
て

山
主
神
社
で

敵
一
凶
降
伏
の
祈
願
祭
を
行
い
、
氏
子
は
一
一
一
夜
の
参
拝
、

…0
0灯
の
点
灯
、
一
一
一
時
の
官
能
も
決
行
し
て
い
る
。

先
に
ふ
れ
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
投
書
欄
「
ポ
ス
ト
使
」
に
は
、

「
間
宮
在
柳
栴
L

の
名
で
一
色
う
ら
み
を
ば
ら
す
は
此
時

日潔戦争と神戸

ぞ

ア
リ
ャ

は
や
く
日
の
旗
ネ
栴
へ
せ
、
旅
順
は
お
ろ
か
ベ
イ
ト
ル
ヘ
（
絡
）
ペ
イ
ト
ル
へ
朝
日
の
御
旗
な
立
つ
る
時
」
（
明
治

三
十
七
年
二
月
十
九
日
）
と
ベ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
ま
で
攻
め
込
む
こ
と
を
求
め
る
サ
ノ
サ
節
が
掲
載
さ
れ
た
。
能
乗
商
売
で
は
あ
る

が
、
民
衆
の
意
識
を
一
部
す
も
の
に
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
る
。
神
戸
市
で
は
こ
の
時
っ
彼
露
煎
餅
L

や
一
勝
栗
鰻
頭
」
、

t土

第四節

て
は
「
亡
蕗
i

一
ま
で
が
売
り
出
さ
れ
た
。
売
り
方
で
も
、
相
生
町
の
菊
水
煎
併
で

J
戦
に
つ
き
露
苦
舞
一
（
一
銭
に
つ
き
六
枚
）
、

元
町
の
広
井
堂
が
一

i

日
本
勝
餅
を
一
破
港
が
誠
苦
戦
」
（
一
箱
が
六
銭
）
と
「
戦
争
に
山
似
た
る
怠
庇
を
凝
ら
し
L

「
山
氏
人
の
日
を
惹
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か
ん
と
力
む
る
一
（
『
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七
年
四
月
十
一
日
）
の
だ
っ

開
戦
の
二
月
以
米
、
『
神
戸
叉
新
日
綴
』
は
も
ち
ろ
ん
、
『
大
阪
初
日
新
附
い
神
戸
付
録
の
よ
う
な
小
型
の
新
聞
に
も
、
連
日

「
神
戸
停
車
場
の
荷
物
運
搬
犬
十
名
一
や
「
御
用
船
乗
組
良
渡
辺
国
太
郎
の
妻
梅
子
」
ら
の
献
金
、
献
納
が
報
道
さ
れ
る
。
一
奇

特
な
行
為
を
記
述
せ
ら
る
L
」
小
学
生
徒
と
い
う
新
聞
旅
道
に
加
え
て
、

っ
小
学
校
教
師
も
生
徒
等
に
向
っ
て
附
に
献
金
の
美

市
引
を
説
く
た
め
い
小
学
校
で
も
献
金
熱
が
広
が
り
、
「
各
校
柏
争
ふ
の
傾
き
」
あ
る
た
め
、
「
特
に
父
兄
に
迫
り
て
献
金
額
を
貰

ひ
受
け
之
を
教
師
に
託
し
て
、
勤
倹
貯
法
問
せ
る
金
の
如
く
案
文
を
作
り
、

て
提
出
す
る
」
な
ど
の
つ
少
か
ら
ざ
る

弊
や
一
ど
が
山
山
て
来
た
た
め
、
小
学
生
の
献
金
F

は
「
共
本
僚
た
る
性
質
を
欠
く
も
の
に
し
て
未
だ
意
志
の
判
断
を
有
せ
ざ
る
児
童

に
勧
誘
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
！
一
（
『
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七
年
一
一
月
七
日
）
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
人
の
献
金
熱
に
問
視
し
て
、
神
戸
市
夜
住
の
外
国
人
も
献
金
に
参
加
し
て
い
く
。
諮
問
商
人
の
呉
錦
蛍
（
築
資
に
一
一
0
0

O
円
、
赤
十
字
社
に
二

O
O円
、
陸
海
軍
倣
兵
金
に
二
O
O円
）
、
神
戸
市
在
認
の
活
関
商
人
が
新
た
に
組
織
し
た
報
悶
愉
兵
会
（
神
戸

市
中
本
公
会
へ
）
、
変
少
彰
や
汎
〈
錦
堂
ら
（
神
戸
市
車
中
公
会
へ
）
、
神
戸
グ
ロ
ニ
グ
ル
の
社
主
ヤ
ン
グ
（
在
留
外
国
人
か
ら
集
め
た
一
四
二

O

円
な
神
戸
市
奉
公
会
へ
）
、
在
閣
の
γ

シ
ュ
ウ
ィ
グ
ナ
i
ル
（
愛
国
婦
人
会
へ
）
、

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
ロ
ッ
ジ
の
代
表
者
ワ
イ
マ

i
ク

（
愛
国
婦
人
会
へ
）
ら
で
あ
っ

一
方
、
地
方
の
支
出
抑
制
の
内
務
省
の
指
示
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
民
俗
行
事
も
取
り
や
め
る
例
が
出
て
く
る
。
三
月
一
日
は

出
正
月
と
し
て
、
神
戸
市
駒
ケ
林
村
で
は
左
義
長
の
雌
雄
を
争
っ
て
漁
獲
を
占
う
行
事
が
あ
っ
た
が
、

っ
本
年
は
日
露
関
戦
の

折
柄
な
れ
ば
と
て
け
ん
合
す
本
一
に
な
っ
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戦
争
と
地

方
財
政

一
月
三
十
日
国
債
募
集
の
件
で
大
蔵
省
に
呼
ば
れ
た
服
部
兵
庫
県
知
事
は
、
軍
事
授
の
支
出
多
端
で
あ
る
か
ら

地
方
の
支
出
を
抑
え
る
よ
う
に
と
の
内
務
省
の
指
示
も
受
け
、
直
ち
に
神
戸
市
長
に
経
費
七
万
円
の
東
山
病
院

建
築
計
闘
を
中
止
す
る
よ
う
電
報
を
打
っ
て
い
る
。
一
一
月
五
日
夜
間
町
県
し
た
知
事
は
、
六
日
朝
坪
野
神
戸
市
長
と
「
種
々
市
政

の
事
に
付
」
意
見
交
換
を
し
た
が
、

公
式
の
郡
市
長
会
議
よ
り
以
前
に
内
務
省
指
示
の
詳
細
を
示
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

っ
か
行
府
県
に
於
て
な
し
得
る
限
り
既
に
議
決
せ
る
新
事
業
継
続
事
業
の
中
止
若
し
く
は
繰
延
を
な
さ
し
め
」
（
『
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七
年
二
月
十
七
日
）
よ
と
の
内
務
省
の
指
示
に
よ
り
、

折
か
ら
各
レ
ベ
ル
の
議
会
に
か
け
ら
れ
て
い
た
府
県
や
市
町
村

の
予
算
は
一
斉
に
原
案
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
知
事
の
再
度
の
上
京
の
後
、
十
五
日
に
開
か
れ
た
兵
庫
県
都
市
長
会
議
で
、

服
部
知
事
は
「
同
誌
開
戦
に
つ
き
軍
資
金
の
供
給
に
対
し
て
此
際
大
に
国
民
の
勤
倹
貯
蓄
を
奨
励
し
県
費
及
び
郡
市
町
村
山
事
業

の
繰
延
若
し
く
は
中
止
を
な
し
て
大
に
財
政
の
緊
縮
を
計
り
国
債
の
募
集
に
尽
力
し
て
好
成
績
を
挙
げ
ん
事
を
期
し
一
た
い
と

訓
示
し
た
が
、
こ
の
会
議
は
二
日
間
に
わ
た
り
「
国
債
募
集
」
と
「
戦
時
取
締
等
の
方
法
」
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
兵
庫
県
で

は
一
一
月
二
十
二
日
に
県
会
が
開
か
れ
、
当
初
予
算
の
約
一
八
六
万
円
を
約
一
五
八
万
五

0
0
0円
に
、
二
七
万
五

0
0
0円
減

額
す
る
吏
生
予
算
が
か
け
ら
れ
た
。
聞
か
れ
た
削
除
会
は
、
郡
部
会
・
市
部
会
と
も
に
歳
入
出
全
議
案
を
「
瞬
間
に
可
決
確
定
し
一
、

日露戦争と神戸

全
体
会
も
「
二
潟
千
里
の
勢
を
以
て
異
議
な
く
之
を
可
決
し
」
た
。

神
戸
市
で
も
「
此
緊
縮
方
針
に
国
り
て
一
切
の
新
事
業
を
企
画
ぜ
ざ
る
は
勿
論
経
常
部
の
部
商
に
於
て
も
大
に
緊
縮
を
出
向
と

し
て
治
ど
予
算
の
改
編
に
等
し
き
削
減
を
加
へ
た
」
の
で
、
一
一
一
十
六
年
度
と
「
大
設
な
き
範
聞
い
で
原
案
が
修
正
さ
れ
る
の
で

第四節

は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
た
（
悶
明
治
一
一
一
十
七
年
二
月
二
十
二
日
）
。

結
局
、
神
戸
市
で
は
、

鮪
減
等
の
歳
出
の
削
減
と
歳
入
の
改
革

に
よ
る
全
面
的
修
正
が
行
わ
れ
た
。
歳
出
で
は
、

「
卒
業
縮
小
の
た
め
新
事
業
は
勿
論
臨
時
部
に
属
す
る
継
続
事
業
も
殆
ん
ど
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（単位．悶）神戸市の明治37年度予算表 99

37年度確定137年度決算

443, 391 

158,023 

274, 706 

450,688 

159,384 

282, 524 

36年度決算．

514,454 

197,258 

255, 507 

経常費

i臨時費

水道 ！｛！（

876, 120 967, 219 

（注） 舷定機は当主手段内t己主uiEした。

資料： r大iWJ~ 神戸付録明治37年 2 月 4 臼・ 2213' 3月24~I ・ 3113, r事11戸市会5議事録J

892, 596 745 256 
一
日

rn
A 
口

中
止
す
る
こ
と
い
と
な
り
、
特
に
県
知
事
か
ら
は
東
山
病
院
改
築
計
闘
の
中
止
を
指
示
さ
れ
、

合
計
で
前
年
度
決
算
の
二
三
%
減
と
い
う
大
緊
縮
予
算
と
な
っ
た
（
表
卯
）
。
節
減
策
で
は
教

育
授
に
影
響
が
大
き
く
、
「
各
小
学
校
の
准
教
員
を
廃
し
」
「
備
口
問
費
消
耗
品
授
の
二
割
若
く

は
三
割
を
削
り
L

「
修
繕
裂
も
壊
へ
得
る
L
丈
縮
小
L

の
措
置
が
取
ら
れ
、

当
初
予
算
約
一

七
万
円
か
ら
ニ
万
円
を
削
削
減
す
る
も
の
と
な
っ
た
（
同
明
治
一
一
一
十
七
年
三
月
十
一
日
）
。

歳
入
で
は
、

「
民
力
休
養
税
源
調
養
の
た
め
新
税
闘
を
起
し
代
ふ
る
に
旧
税
問
中
徴
税
を

見
合
す
も
の
あ
り
」
と
、
支
店
税
（
一
一
一
十
七
年
度
で
二
一

O
五
円
の
見
込
み
）
・
斎
犬
税
・
向
動
車

税
・
瓦
斯
管
税
・
定
市
場
税
・
狩
猟
税
な
ど
の
雑
税
税
の
新
設
と
家
屋
税
の
徴
収
中
止
が
提

案
さ
れ
た
。
論
議
を
よ
ん
だ
の
は
、
家
屋
税
の
徴
収
中
止
で
、
三
十
六
年
度
約
四
万
八

0
0

O
円
の
実
績
が
あ
る
家
産
税
に
か
わ
る
大
き
な
税
源
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
新

税
も
「
結
局
不
結
果
に
終
る
は
明
か
な
り
」
（
『
大
籾
』
神
一
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七
年
一
一
一
月
二
十
三
日
）

と
批
判
さ
れ
た
。

月
三
十
日
に
聞
か
れ
た
市
会
は
、

ほ
ぼ
修
正
案
を
承
認
し
た
が
、

入
部
で
選
犬
税
の
削
除
と
営
業
税
付
加
税
の
低
減
（
一
円
に
つ
き
一
二
銭
を
一

O
銭
ち
を
行
つ

｝
」
。：

 
市
長
と
市

参
率
会

市
参
事
会
が
提
案
し
た
修
正
案
で
は
、
市
吏
員
も
大
幅
に
削
削
減
さ
れ
た
。
技

手
定
員
一
二
人
を
九
人
に
、
書
記
定
員

一
一
五
人
を
九
五
人
に
減
ら
し
た
た

め
、
「
市
吏
員
一
般
の
恐
探
を
生
じ
」
（
『
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七
年
四
月
一
日
）
た
程
だ

3ラ0
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っ
た
。
教
育
課
長
や
書
記
ら
四

O
余
人
が
解
職
さ
れ
た
た
め
、
「
事
務
渋
滞
1

一
が
起
こ
っ
た
。
「
神
戸
市
に
は
欠
け
て
は
な
ら
な

い
」
時
号
砲
賀
や
上
水
検
査
費
な
ど
も
削
除
さ
れ
た
た
め
、
市
会
の
建
議
で
追
加
予
算
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
算
原

案
を
作
成
し
た
の
は
、
市
役
所
の
各
課
だ
っ
た
が
、
一
一
一
月
初
め
か
ら
の
予
算
修
正
案
を
作
っ
た
の
は
市
参
事
会
で
、
坪
野
一
千
太

お
う
お
う

郎
市
長
は
「
心
中
快
々
と
し
て
形
式
上
の
同
意
を
表
し
し

（
同
明
治
一
一
一
十
七
年
四
月
十
四
日
）
て
い
た
。
市
制
で
は
執
行
機
関
は
市

参
事
会
で
あ
り
、
市
長
は
そ
の
代
表
者
で
し
か
な
い
と
い
う
、
制
度
上
の
弱
点
が
こ
こ
に
露
間
諒
し
た
の
で
あ
る
。
予
算
修
正
案

を
か
け
た
一
一
一
月
市
会
を
「
病
気
」
と
し
て
欠
席
し
た
坪
野
市
一
長
は
、
新
年
度
冒
頭
に
辞
表
を
提
出
し
、

四
月
市
会
も
病
気
欠
席

で
、
そ
の
後
の
市
会
の
摺
任
交
渉
に
も
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
市
長
辞
任
を
聞
い
た
市
参
事
会
も
、
「
東
山
病
院
問
題
」
を
理

由
に
閉
月
二
十
七
日
辞
表
を
出
し
た
（
阿
国
交
太
郎
は
後
に
辞
表
役
撤
回
し
た
）
の
で
、
市
執
行
部
は
市
参
事
会
員
の
岡
田
と
漆
原
助

役
だ
け
と
な
り
（
石
川
助
役
は
庶
務
課
長
か
ら
助
役
に
な
り
在
職
二
期
一

年
の
の
ち
五
月
五
日
満
期
退
任
）
、
混
乱
と
停
滞
が
市
民
か
ら

批
判
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

間
月
三
十
日
に
坪
野
を
訪
れ
、
留
配
勧
告
を
し
た
市
会
代
表
に
対
し
て
、
坪
野
は
「
潜
然
と
し

て
落
涙
し
」
「
事
弦
に
至
り
し
は
遺
憾
な
が
ら
も
己
む
を
え
ず
」
と
辞
職
は
避
け
が
た
い
と
告
げ
た
が
、
「
さ
れ
ど
折
角
の
御
勧

告
に
付
更
に
熟
考
す
べ
き
」
と
含
み
を
残
し
た
返
答
を
し
た
。
坪
野
の
行
政
能
力
に
批
判
は
あ
っ
た
が
、
「
市
会
議
員
が
（
市
長

日露戦争と神戸

を
）
種
々
制
肘
し
て
活
動
を
な
さ
し
め
ず
、
選
挙
民
に
鰯
び
て
心
に
も
な
き
事
を
主
張
し
為
に
其
事
践
を
挙
げ
し
め
ざ
る
の
罪

亦
多
し
」
（
同
明
治
一
一
一
十
七
年
五
月
二
日
）
と
市
会
議
員
の
行
動
を
非
難
す
る
新
聞
も
存
主
し
た
。

市
会
議
員
の
個
人
的
行
動
や
資

質
の
問
題
で
は
な
く
、
突
は
市
制
そ
の
も
の
、
が
持
っ
て
い
る
制
度
上
の
問
題
点
に
よ
う
や
く
注
意
が
向
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

第四節

た
の
で
あ
る
。

坪
野
市
長
は
、

五
月
六
日
勧
告
委
員
に
つ
勧
告
に
従
っ
て
留
任
す
ベ
し
い
と
の
書
簡
を
送
り
、
八
日
の
市
会
が
添
認
し
た
の
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明治37年の参事会員改選 （出席42人〉表 100

来

山本繁造（：丙：）

兼松房次郎 （新）

主主鹿甲子太郎（新）

川瀬~締 （再）

本多 室長知 （新）

結禁

山本繁造35

兼松房次郎21・渡辺尚19 →兼松23・渡辺18

翠鹿甲子太郎22・丹波謙造20

JI I瀬彦総29・松方幸次郎 9

本多義知21・神間兵右衛門19
国18

得

山本繁造

渡辺尚

丹波謙造

川 瀬彦till
神田兵右衛門

前任 者

→本多24・神

で
、
市
長
開
閉
胞
は
あ
っ
け
な
く
片
付
い
た
。
残
っ
た
の
は
、
市
参
事
会
員
の
辞
任
問
題
で

あ
る
。

市
長
と
連
紋
辞
任
の
意
味
だ
っ
た
か
ら
、

「
坪
野
神
戸
市
長
が
留
任
し
て
市
参
事

会
員
の
み
辞
職
す
る
と
い
う
奇
観
を
生
じ
た
」
（
雨
明
治
一
一
一
十
七
年
五
月
十
日
）
と
皮
肉
な
見

方
も
現
れ
、
参
事
会
員
も
辞
表
を
「
撤
回
し
て
留
任
の
こ
と
L
す
ベ

と
い
う
芦
も
あ

っ
た
が
、
最
も
反
対
し
た
の
は
実
は
坪
野
市
長
だ
っ
た
。
坪
野
は
「
一
旦
差
出
せ
し
市
参

資料：『大朝s神戸付録明治35年 5月26日。附岡元太郎は辞任せず。

事
会
員
の
辞
表
は
法
律
上
撤
回
し
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
L

と
参
事
会
員
留
任
説
を
退

け
、
「
強
い
て
改
選
を
な
さ
し
め
ん
と
L

し
た
（
同
明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
四
日
）
。
結
局
参

事
会
員
辞
任
は
既
成
事
実
と
な
り
、
新
参
事
会
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

改
選
に
反
対
し
「
前
任
者
を
再
選
せ
ん
と
し
」
た
の
は
憲
政
本
党
派
で
、
政
友
会
派
は
山

木
繁
造
と
室
谷
藤
七
を
、
中
立
派
は
本
会
／
義
知
と
兼
松
一
房
次
郎
を
、
二
十
四
日
の
夜
の

合
で
決
め
る
。

五
月
二
十
五
日
、
市
会
で
つ
い
に
参
事
会
員
改
選
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
微
妙
な
絞
過
で

あ
っ
た
た
め
、
選
挙
は
前
任
者
一
人
ず
つ
に
対
し
て
執
行
さ
れ
た
（
表
川
）
。
政
友
会
系
で

は
辞
表
を
撤
回
し
て
留
任
し
た
岡
田
元
太
郎
に
加
え
、
山
本
繁
造
の
再
選
、
憲
政
本
党
系

の
丹
波
を
抑
え
て
草
鹿
甲
子
太
郎
の
新
選
、
中
立
派
の
渡
辺
尚
と
神
田
兵
右
衛
門
は
そ
れ

ぞ
れ
中
立
派
の
兼
松
と
本
多
に
交
替
し
、
窓
数
本
党
系
は
川
瀬
の
蒋
選
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

改
選
前
の
〔
憲
政
木
党
系
一
一
・
中
立
派
ニ
・
政
友
会
系
一
一
〕
の
構
閣
が
、
改
選
に
よ
っ
て
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〔
政
友
会
系
一
一
一
・
中
立
派
一
一
・
憲
政
木
党
系
一
〕
に
な
り
、
政
友
会
系
が
増
加
し
た
。
政
友
会
系
の
勢
力
拡
大
も
事
実
だ
が
、

坪
野
市
長
の
市
参
事
会
改
革
の
一
環
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
新
聞
は
「
恰
も
坪
野
市
長
を
承
認
し
て
参
事
会
問
具
合
｝
鰐
懇
し
た

る
、
が
如
き
結
果
」
（
同
明
治
一
一
一
十
七
年
七
月
四
日
）
に
な
っ
た
と
批
評
し
て
い
る
。

明
治
一
一
十
一
－
年
の
市
制
で
は
、
市
長
を
含
む
市

参
事
会
が
執
行
権
を
も
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、

し
ば
し
ば
市
参
事
会
員
が
市
長
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
市
長
独
任

制
が
実
現
す
る
明
治
四
十
四
年
の
市
制
改
正
ま
で
は
、
市
長
が
市
参
事
会
を
コ
ン
ト

p
i
ル
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
非

常
手
段
し
か
な
か
っ
た
。

坪
野
市
長
の
意
向
は
、
助
役
選
出
問
題
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
石
川
に
続
い
て
、
漆
畑
も
十
月
四
日
に
任
期
満
了
に
な
る
。

十
月
一
一
一
目
、
政
友
会
派
の
市
会
議
員
が
崩
役
候
補
を
検
討
し
た
が
、
上
級
助
役
に
某
銀
行
員
、
下
級
助
役
に
某
弁
護
士
よ
な
あ
げ

た
（
悶
明
治
三
十
七
年
十
月
五
日
）
。
坪
野
市
長
派
は
、
漆
畑
前
助
役
を
排
除
し
た
か
っ
た
よ
う
で
、
代
わ
り
に
浪
速
銀
行
堺
支
店

長
大
野
盛
郁
を
あ
げ
、
中
立
派
は
弁
護
士
岡
田
泰
造
を
推
し
た
。
政
友
会
・
憲
政
木
党
の
一
部
に
小
手
川
信
次
神
戸
税
務
署
長

を
推
す
動
き
も
あ
っ
た
。

五
日
の
市
会
で
は
、
憲
政
本
党
系
と
中
立
派
が
上
級
助
役
に
岡
田
泰
造
、
下
級
助
役
に
漆
畑
春
吉
を

推
薦
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
が
、
政
友
会
系
が
同
意
せ
ず
、
十
日
ま
で
各
派
の
交
渉
が
続
い
た
。
そ
の
過
程
で
大
野
の
名
は
消

日露戦争と神戸

ぇ
、
岡
田
・
漆
畑
・
小
手
川
三
名
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
十
一
日
の
市
会
の
選
挙
で
は
、
上
級
助
役
に
岡
田
一
一
一
一
票
、
漆
畑
八
粟

で
、
岡
田
が
当
選
。
下
級
助
役
で
は
小
手
川
ニ
七
票
、
漆
畑
七
葉
、
石
川
武
夫
一
票
、
大
野
一
票
、
無
効
一
一
一
粟
と
な
り
、
小
手

川
が
当
選
し
た
。
協
議
会
の
後
上
級
助
役
は
一
人

O
O円
、
下
級
助
役
は
一
一
一
一

O
O円
と
い
う
助
役
の
年
俸
も
決
め
た
。
岡
田

第四節

弁
護
士
を
最
初
に
あ
げ
た
の
は
政
友
会
で
、
小
手
川
も
政
友
会
の
推
し
た
候
補
だ
っ
た
。
坪
野
市
長
と
政
友
会
系
の
構
想
だ
っ

た
漆
畑
排
除
は
貫
か
れ
た
。
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明
治
一
一
一
十
八
年
一
月
、
市
会
の
議
長
選
出
で
は
、
中
立
派
と
政
友
会
系
の
連
合
が
成
立
し
て
、
中
立
派
の
太
田
保
太
郎
が
一
一

六
票
を
獲
得
し
、
再
選
を
め
ざ
し
た
憲
政
本
党
系
の
藤
原
吉
一
一
一
郎
の

一
一
票
を
抑
え
て
当
選
し
た
。
議
長
代
理
者
で
も
、
や
は

り
中
立
派
と
政
友
会
系
の
述
合
で
若
林
金
七
（
政
友
会
系
）
が
一
一
五
票
で
、
中
立
派
の

部
と
憲
政
本
党
系
の
推
し
た
物
集
伴
次

郎
八
票
を
上
回
り
当
選
し
た
。

坪
野
市
長
は
、
自
分
の
リ
l
ド
で
き
る
市
参
事
会
と
市
助
役
へ
と
構
成
を
変
え
、
市
会
も
自
分
を
支
持
す
る
政
友
会
系
と
中

立
派
に
多
数
を
握
ら
せ
る
端
想
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
政
友
会
系
が
乗
っ
て
勢
力
拡
大
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

3 

講
和
反
対
騒
擾

講
和
を
め

ぐ
っ
て

吋
神
戸
叉
新
日
報
』
は
、
明
治

月
一
二
十
一
日
の
社
説
「
償
金
問
題
L

で、

勺
此
上
は
最
早
我
邦
に

対
し
て
講
和
会
求
む
る
の
外
無
き
に
至
り
た
る
も
の
L
如
し
」
と
戦
況
を
楽
観
視
し
、

っ
将
来
支
出
せ
ざ
る
可

ら
ざ
る
経
費
も
砂
か
ら
ざ
れ
ば
七
億
円
位
の
償
金
に
甘
ん
ず
べ
か
ら
ず
ヘ
「
庇
接
の
損
害
及
び
間
接
な
り
と
も
密
接
の
関
係
あ

る
損
害
は
過
去
一
年
間
に
於
て
既
に
二
十
億
円
の
多
ぎ
に
達
し
た
L

か
ら
一
カ
年
一
一

O
億
円
の
償
金
計
算
は
「
是
れ
蓋
し
適
当

の
計
算
な
ら
ん
」
、

一
カ
年
な
れ
ば
六
十
億
円
の
償
金
を
要
求
す
べ
き
訳
合
な
り
L

と
六

O
億
円
償
金
説
を
唱
え
た
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
神
戸
付
録
（
明
治
一
一
一
十
八
年
十
月
八
B
）
は
、

「
権
兵
衛
種
蒔
の
作
替
L

と
題
す
る
漫
画
を
掲
載
し
た
が
、

「
ご
ん
べ
え
が
講
和
好
き
ゃ
、
桂
は
素
よ
り
大
国

間
弱
点
目
を
吹
く
か
い
」
に
続
い
て
つ
向
ふ
ウ
イ
テ
ノ
小
一
一
一
口
の
一
一
お
ひ
次
第
で

十
五
億
償
金
は
一
一
鹿
取
れ
ず
に
何
時
条
捨
て
置
き
樺
太
半
分
」
と
あ
る
。
民
衆
の
間
に
「
十
五
倍
償
金
」
の
噂
が
あ
っ
た
こ
と
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を
示
し
て
い
る
。

講
和
成
立
後
の
九
月
一
一
日
の
『
神
戸
叉
新
日
報
』
社
説
寸
償
金
問
題
」
は
、

「
償
金
は
単
に
金
銭
の
問
題
に
在
ら
ず
し
て
実

に
戦
争
の
資
任
を
明
白
な
ら
し
む
る
紺
規
な
り
」
と
し
て
、

日
露
戦
争
の
原
悶
を
「
市
民
間
が
満
州
撤
兵
の
公
約
を
履
行
せ
ず
い

「
韓
国
の
独
立
な
脅
し
て
我
邦
を
迫
害
せ
ん
と
企
て
た
る
」
の
二
つ
に
求
め
て
い
る
。

そ
れ
が
償
金
を
取
れ
な
い
講
和
と
な
れ

ば
、
「
屈
辱
的
講
和
を
為
し
て
以
て
国
家
前
途
を
し
て
危
殆
な
ら
し
む
」
「
当
局
者
」
を
非
難
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

同
紙
九
月
五
日
の
社
説
「
果
し
て
宣
戦
の
目
的
を
達
し
た
る
乎
」
は
、

ポ

l
ツ
マ
ス
条
約
を
「
国
辱
の
甚
だ
し
き
も
の
」
と

し
、
「
満
州
は
我
援
が
幾
多
の
犠
牲
を
供
し
て
勝
利
を
占
め
た
る
結
果
占
領
し
た
」
も
の
で
、
「
諸
国
は
満
州
を
統
治
す
る
能
は

ず
」
故
に
「
我
郊
を
し
て
今
聞
の
義
戦
を
余
儀
な
く
せ
し
め

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
清
国
に
返
還
す
る
の
は
「
義
戦
の
占
領

地
を
以
て
不
義
の
侵
略
地
と
同
一
視
す
る
も
の
」
で
、
さ
ら
に
「
戦
勝
国
の
権
利
と
し
て
当
然
得
ざ
る
一
円
ら
ざ
る
割
地
償
金
を

喪
失
し
」
た
な
ど
「
今
回
の
講
和
条
件
な
る
も
の
は
全
部
屈
辱
を
以
て
蔽
は
れ
た
り
し
と
追
及
し
て
い
る
。

講
和
反
対
市
民

大
会
の
準
備

東
京
市
で
日
間
一
際
的
講
和
反
対
悶
民
大
会
が
暴
動
化
し
、

い
わ
ゆ
る
日
比
谷
暴
動
と
い
う
「
帝
都
の
大
騒
擾
」

に
な
っ
た
こ
と
は
、

『
神
戸
叉
新
日
報
』
九
月
六
日
号
で
訴
え
ら
れ
た
。
同
紙
に
は
「
講
和
成
立
に
対
す

日銭戦争と神戸

る
寄
書
」
欄
が
作
ら
れ
、

「
神
戸
市
民
は
眠
れ
る
か
、
同
痔
的
講
和
に
甘
ず
る
か
、
何
故
に
大
会
を
開
い
て
満
天
下
の
問
胞
に

訴
へ
ざ
る
か
」
な
ど
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
、
神
戸
市
で
も
東
京
市
と
同
様
の
動
き
の
予
惑
が
あ
っ
た
。
同
夜
、
神
戸
市
選
出
の

代
議
士
、
市
会
議
員
、
区
会
議
員
、
新
制
記
者
ら
の
会
合
が
あ
り
、
九
日
に
市
民
大
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
る
。
七
日
夜
の
発

第四節

起
人
会
は
、
鹿
島
秀
探
代
議
士
、
を
座
長
と
し
、
先
と
向
様
の
職
業
の
メ
ン
バ
ー
ら
二

O
O余
人
が
集
ま
っ
た
。
九
日
の
新
開
に

「
講
和
問
題
神
戸
市
民
大
会
」
を
旧
撰
川
埋
立
地
で
本
日
一
時
か
ら
開
く
と
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
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湊
川
神
社
伊
藤

博
文
鋳
像
事
件

伊
藤
博
文
の
銅
像
は
、
明
治
一
一
一
十
七
年
十
月
二
十

湊
川
神
社
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

っ
銅
像
は
設
が
脱

帽
の
儲
フ
ロ
ッ
ク
コ
l
ト
を
着
し
直
立
ぜ
る
姿
に
し
て
其
高
さ
六
尺
五
寸
ム
口

石
共
十
四
尺
五
分
に
し
て
、
其
台
石
に
は
岩
崎
久
弥
氏
外
二
十
五
名
よ
り
侯

が
還
踏
の
祝
に
贈
る
旨
を
彫
刻
し
あ
り
一

（
『
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
一
一
一
十
七

年
十
月
二
十
四
日
）
と
拙
か
れ
て
い
る
。

明
治
一
一
一
十
八
年
九
月
七
日
夜
、
湊
川
神
社
前
の
大
mm’
一
世
で
非
論
和
演
説
会

：ー：
L

、

、
刀
阿
川
判
・
刀
ふ
A

「
満
場
立
錐
の
地
な
き
迄
に
入
場
者
」
が
あ
る
ほ
ど
民
衆
の
非

講
和
要
求
が
強
か
っ
た
。

そ
の
感
情
は
、
演
説
会
に
参
加
す
る
だ
け
で
は
収

ま
ら
ず
、
演
説
会
に
参
加
し
た
聴
衆
の

部
は
湊
川
神
社
に
入
り
込
み
、
銅

像
の
櫛
の
鎖
な
銅
像
に
巻
き
付
け
、
力
任
せ
に
引
き
倒
し
た
。

一
人
は
大
声

い
る
。
倒
し
た
銅
像
を
数
百
人
が
「
万
歳
L

を
叫
び
な
が
ら
表
門
へ
引
き
出
し
、
相
生
町
五
丁
目
か
ら
有
馬
道
を
北
へ
、
四
門

で
「
手
伝
へ
／
＼
閏
民
な
ら
手
伝
は
ぬ
か
ご
と
怒
鳴
り
、
参
加
を
求
め
て

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
く
夜
中

筋
を
問
に
荒
間
筋
を
折
れ
多
問
削
減
に
山
山
、
福
原
口
派
出
所
前
に
捨
て
て
い
っ
た
。
道
々
、
民
衆
は
派
出
所
や
店
に
投
石
し
た
が
、

二
時
壊
に
民
衆
は
「
何
れ
明
後
日
が
あ
る
L

と
口
々
に
叫
び
な
が
ら
解
散
し
た
。
明
後
日
と

は
市
民
大
会
が
聞
か
れ
る
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
事
件
を
缶
え
た
一
新
聞
は
「
銅
像
難

i
一
昨
夜
の
大
騒
擾
」
（
『
又
新
』
明
治
三
十

入
年
九
月
九
日
）
と
表
現
し
た
が
、
少
な
く
と
も
焼
打
ち
事
件
で
は
な
か
っ
た
。
民
衆
の
非
講
和
感
情
は
、
政
治
家
や
弁
護
士
、

ドl
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ジ
ャ

i
ナ
ワ
ス
ト
ら
の
総
織
的
な
非
講
和
運
動
を
待
つ
こ
と
な
く
、
奔
放
な
発
露
と
な
っ
た
。
東
京
市
で
の
暴
動
が
起
き
た
後

だ
っ
た
か
ら
、
警
察
も
「
頗
る
寛
大
の
方
針
を
採
り
干
渉
、
束
縛
等
の
行
為
を
避
L

け
て
い
る
。

日
比
谷
暴
動
の
影
響
は
、
攻

守
阿
方
に
大
き
か
っ
た
。

銅
像
は
、

其
他
背
は
詑
の
為
め
滅
茶
々
々
と
」
（
間
関
明
治
一
一
一
十

水
上
問
者
の
警
備
艇
に
保
管
さ
れ
た
が
、

浜
市
こ
た
え
ら
〕
、

5
1
I
I
3
7
2
i
 

八
年
九
月
九
日
）
な
っ
て
い
た
。

八
日
夜
も
、
淡
川
神
社
に
集
支
っ
た
｛
百
数
十
人
の
団
体
一
を
中
心
に
、
午
後
七
時
半
頃
か
ら
午
前
ニ
時
半
頃
ま
で
暴
動
化

し
て
派
出
所
を
襲
う
ー
な
ど
騒
ぎ
＼

…
四
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
神
戸
市
で
は
、
民
衆
の
暴
動
化
が
先
行
す
る
形
で
市
民
大
会
が
開

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

講
和
尚
題
市
民

大
会
と
暴
動

九
日
午
後
、
渋
川
川
町
一
立
遊
興
地
に
一
大
海
湖
の
押
容
す
る
如
く
会
集
し
た
る
幾
万
の
市
民
い
が
集
ま
り
、

講
和
問
題
市
民
大
会
が
開
か
れ
た
。
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
接
井
一
久
・
鹿
島
秀
隠
・
草
’
距
甲
子
太
郎
ら

で、

絞
井
は
「
今
度
の
講
和
条
約
は
言
語
道
断
な
り
L

「
悶
民
は
宜
し
く
此
条
約
を
破
楽
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
、

現
内
閣
を
も

其
臨
に
し
て
は
泣
か
れ
ぬ
」
と
絶
叫
し
、
大
会
は
「
人
日

fmの
講
和
条
件
は
開
戦
の
目
的
を
没
却
し
延
い
て
邦
家
百
年
の
禍
根
を

日露戦争と神戸

拍
す
も
の
な
り
と
認
む
、
吾
人
は
挙
間
一
致
之
を
破
棄
ぜ
ん
こ
と
を
期
す
」
な
ど
を
決
議
し
、

り
会
衆
中
演
同
一
に
登
壇

す
る
も
の
続
続
現
は
れ
皆
様
焼
、

悲
憤
な
ら
ざ
る
は
な
く
大
に
会
衆
の
感
動
を
惹
起
し
L

（
同
明
治
三
十
八
年
九
月
十
日
）
た
。
興

替
し
た
民
衆
は
、
な
か
な
か
解
散
せ
ず
、
再
び
騒
陵
止
な
引
き
起
こ
し
た
。
擦
川
神
社
に
は
、
銅
像
跡
を
見
に
押
し
か
け
た
「
群

第四節

衆
移
し
く
」
、
銅
像
前
の
演
説
を
開
き
に
「
人
の
山
を
築
き
」
「
混
雑
は
非
常
の
も
の
」
だ
っ

午
後
七
時
半
頃
か
ら
民
衆
の

派
出
所
襲
撃
が
始
ま
り
、
荒
間
町
や
淡
川
神
社
四
門
、
有
馬
道
な
ど
の
派
出
所
が
襲
わ
れ
、
午
前
二
時
半
頃
ま
で
続
い
た
。
こ
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の
夜
の
群
衆
は
「
鍛
冶
工
燐
寸
工
場
の
職
工
等
過
半
を
占
め
居
る
様
子
」
（
同
明
治
三
十
八
年
九
月
十
一
日
）
だ
っ
た
。

こ
の
夜
は

八
六
人
が
逮
捕
さ
れ
る
。

十
日
夜
、
草
鹿
甲
子
太
郎
ら
政
友
会
兵
庫
県
支
部
有
志
は
、
講
和
条
約
の
「
破
棄
に
力
め
一
併
せ
て
元
老
閣
庄
の
界
を
問
ふ
ベ

し
」
を
決
議
し
た
。
政
党
も
旗
印
を
鮮
明
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

十
二
日
夕
、
濃
川
神
社
前
大
黒
座
で
非
講
和
有
志
演
説
会
が
開
か
れ
、
府
一
郎
政
本
党
代
議
士
の
河
野
広
中
・
山
間
真
之
助
を
迎

え
、
大
阪
市
の
日
野
国
防
や
安
藤
柱
も
加
わ
り
、
神
戸
市
の
桜
井
一
久
・
鹿
島
秀
麿
・
野
添
宗
一
一
一
な
ど
も
，
出
説
す
る
予
定
だ
っ

た
。
当
夜
の
懇
親
会
で
、
東
京
か
ら
来
た
山
岡
高
之
助
が
非
講
和
同
志
倶
楽
部
の
設
註
を
提
案
す
る
と
、
鹿
島
秀
賠
が
直
ち
に

賛
成
し
て
、
市
務
所
を
神
戸
倶
楽
部
内
に
寵
く
同
志
倶
楽
部
結
成
が
決
議
さ
れ
た
。

4 

坪
野
市
長
辞
任
と
水
上
市
長
の
就
任

避
病
院
問
問
題
と

坪
野
市
長
辞
任

神
戸
市
の
発
展
は
、
同
時
に
衛
生
問
題
、
特
に
信
染
病
対
策
の
本
格
的
な
取
組
み
を
要
求
す
る
。
当
面
東

山
避
病
院
の
移
転
拡
張
が
計
酒
さ
れ
た
の
だ
が
、
移
転
予
定
先
で
次
々
と
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
移
転
が

不
可
能
に
な
っ
て
約
一

O
年
が
経
過
し
た
。
坪
野
市
長
は
、
現
在
地
で
の
拡
張
に
踏
み
切
り
、
市
参
事
会
の
問
怠
を
得
て
、
明

治
三
十
六
年
八
月
頃
隣
接
地
五

0
0
0余
坪
の
質
収
を
行
っ
た
。

た
だ
当
初
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
市
参
事

会
員
渡
辺
尚
の
名
義
で
買
収
し
た
。
敷
地
買
収
費
三
万
一
九
四
四
円
（
一
一
時
中
ハ
門
）
を
追
加
予
算
と
し
、
一
一
一
十
七
年
四
月
十
四
日

の
市
会
に
ト
」
程
し
た
。
市
会
で
は
、
岡
地
は
坪
四
円
五

O
銭
か
ら
五
円
の
時
価
だ
か
ら
六
円
は
高
い
、
一
一
一
十
七
年
度
の
予
算
に
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も
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
、

の
質
問
が
続
出
し
、
漆
畑
助
役
、
が
地
主
に
不
当
利
益
を
え
さ
せ
な
い
た
め
に
急
い
で
買
収
し
た

と
答
弁
し
た
が
、

市
会
は
「
市
参
事
会
の
越
権
な
る
行
為
を
荒
む
る
し
形
に
な
り
、

「
非
常
な
る
議
論
の
末
決
議
に
至
ら
ず
」

（
『
大
朝
』
神
戸
付
録

明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日
）
調
査
委
員
七
人
を
選
出
し
て
散
会
し
た
。
太
田
保
太
郎
は
、
調
査
委
員
会
の
自

的
を
東
山
病
院
の
現
在
位
位
の
適
不
適
、
新
聞
民
収
地
の
適
不
適
、
買
収
価
絡
の
適
不
適
な
検
討
す
る
も
の
と
提
案
し
、
承
認
さ

れ
て
い
る
。
陵
後
に
市
会
半
数
改
選
が
あ
り
、
坪
野
市
長
辞
任
問
題
、
市
参
事
会
員
改
選
と
続
い
た
の
で
、
決
着
は
翌
一
ニ
十
八

年
春
に
ま
で
延
び
て
い
っ
た
。

明
治
一
一
一
十
八
年
二
月
十
三
日
の
市
会
で
は
、
鹿
島
秀
陛
・
村
凶
菊
蔵
・
藤
原
吉
三
郎
・
小
林
覚
一
一
一
郎
・
水
野
正
日
と
い
ず
れ

も
態
政
本
党
系
の
市
会
議
員
が
「
避
病
説
敷
地
買
収
承
認
を
求
む
る
件
一
に
反
対
意
見
を
述
べ
、
出
席
議
員
二
八
人
の
う
ち
こ

四
人
が
反
対
し
た
た
め
一
合
決
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
二
月
十
五
日
米
国
弥
十
郎
収
入
役
が
、
一
一
一
月
九
日
坪
野
平
太
郎
市
長
が
辞
表

提
出
に
追
い
込
ま
れ
た
。
米
国
は
、
買
収
費
用
に
対
し
「
円
満
に
相
当
手
続
を
了
す
る
場
合
に
至
り
難
き
を
以
て
」

「
引
責
辞

任
」
、
坪
野
は
敷
地
買
収
に
「
遂
に
承
認
を
得
ざ
り
し
を
以
て
其
長
を
負
ひ
」
「
辞
表
提
出
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
静
職
瞬
、
」
に
明

記
し
た
。
一
一
一
月
十
七
日
の
市
会
は
、
ま
ず
市
長
と
収
入
役
の
引
責
辞
任
と
当
日
「
哨
践
に
提
出
せ
る
L

山
木
繁
造
市
参
事
会
員

日露戦争と神戸

の
「
事
故
有
之
辞
職
す
L

を
満
場
一
致
承
認
し
た
。
次
に
、
十
六
名
の
政
友
会
派
議
員
が
提
出
し
た
「
岡
田
名
誉
職
参
事
会
員

は
避
病
続
敷
地
購
入
の
件
に
関
し
引
資
す
る
も
の
と
認
む
L

決
議
会
｝
、
窓
政
木
党
系
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
成
立
さ
せ
た
。
最

後
に
追
加
予
算
・
土
地
購
入
の
件
な
ど
東
山
避
病
続
敷
地
買
収
費
を
一
括
承
認
し
て
、

一
0
年
間
の
懸
案
だ
っ
た
東
山
避
病
院

第四節

問
題
を
解
決
さ
せ
た
。
市
長
と
市
参
事
会
の
つ
越
権
行
為
て
な
批
判
し
な
が
ら
、
懸
案
解
決
の
前
に
既
成
事
実
を
承
認
し
た
こ

と
に
な
る
。
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後
任
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
一
一
十
七
年
に
解
散
し
た
実
業
中
立
会
が
、
有
馬
市
太
郎
と
物
集
伴
次
郎
の
呼
び
か
け
で
「
市
長
候
補

者
選
定
に
関
す
る
意
向
を
協
定
し
す
る
た
め
の
懇
親
会
を
四
月
二
十
六
日
開
設
＼

「
十
名
許
り
L

が
集
ま
っ
た
が
、

「点け山見区

々
に
し
て
容
易
に
纏
ま
ら
し
（
『
又
新
』
明
治
一
一
一
十
八
年
四
月
二
十
八
日
）
な
か
っ
た
。

政
友
会
派
が
凶
月
二
十
八
日
間
じ
趣
旨
の
会

合
を
問
問
き
、
窓
政
木
党
派
も
含
め
て
三
派
は
そ
れ
ぞ
れ
動
き
出
す
。
最
も
円
十
く
名
前
が
出
て
来
た
の
は
悶
村
瓦
太
郎
で
、
窓
政

本
党
系
が
挽
し
た
。
西
村
は
、
加
東
郡
小
田
村
出
身
の
代
議
士
で
、
進
歩
党

i
怒
政
本
党
に
所
属
し
、
台
湾
銀
行
監
査
役
で
も

あ
っ
た
。
政
友
会
派
は
、

五
月
五
日
の
会
合
で
坪
野
再
選
説
を
賛
成
少
数
で
退
け
、
っ
史
に
適
当
の
新
候
補
者
を
迎
ふ
る
こ
と
い

を
決
め
る
。

五
月
九
日
の
市
会
は
開
か
れ
た
が
、
政
友
会
派
に
は
候
補
な
く
、
中
立
派
は
坪
野
再
選
説
が
有
力
だ
が
ま
と
ま
ら

ず
、
憲
政
本
党
派
で
も
関
村
推
薦
に
他
派
の
支
持
を
得
る
見
込
み
が
立
た
ず
、
血
行
派
の
合
意
で
候
補
選
出
を
延
期
し
た
。
十

自
の
一
一
一
派
交
渉
会
で
は
、
政
友
会
派
が
坪
野
再
選
を
断
念
す
る
代
わ
り
に
、
憲
政
木
党
派
も
西
村
を
持
ろ
し
、

「
一
一
一
派
連
合
協

議
の
上
新
候
補
者
を
選
択
す
る
こ
と
し
（
同
明
治
一
一
一
十
八
年
五
月
十
二
日
）
が
政
友
会
派
と
中
立
派
の
合
意
に
な
っ
た
。

し
か
し
、

十
一
一
一
日
の
交
渉
会
で
、
憲
政
本
党
派
が
西
村
擁
立
を
主
張
し
た
た
め
、
政
友
会
派
と
中
立
派
は
賛
成
で
き
ず
と
し
て
決
裂
し
た
。

そ
の
後
中
立
派
は
、
政
党
色
の
な
い
人
物
の
選
定
を
政
友
会
派
に
託
し
た
よ
う
で
あ
る
。

二
十
日
過
ぎ
に
、
政
友
会
派
に
は
武
田
千
代
三
郎
を
候
補
と
す
る
グ
ル
i
ヅ
が
出
て
米
る
。
武
聞
は
、
も
と
兵
庫
県
書
記
官

で
、
秋
閏
県
・
山
口
県
の
知
事
を
降
任
し
、
こ
の
時
は
休
職
中
で
東
京
市
に
住
ん
で
い
た
。
武
闘
擁
立
で
政
友
会
派
と
中
立
派

の
連
合
が
成
立
し
た
が
、

七
名
の
政
友
会
派
議
員
は
武
田
挽
薦
を
拒
ん
だ
。

六
月
六
日
の
政
友
会
派
市
会
議
員
総
会
（
小
山
政

古
口
を
除
く
市
会
議
員
一
人
人
の
ほ
か
率
箆
甲
子
太
郎
・
室
谷
藤
七
・
赤
木
監
太
郎
・
北
野
藤
兵
衛
・
検
山
浅
雄
出
a

席
）
で
、
交
渉
に
あ
た
っ

た
室
谷
藤
七
が
、
市
長
年
俸
を
第
一
国
交
渉
の
際
の
ふ
ハ

0
0
0円
か
ら
、
第
一
一
一
回
交
渉
で
は
一
一
一
五

O
O円
プ
ラ
ス
交
際
費
七
五
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O
円
で
妥
協
し
、
候
補
な
承
諾
し
た
と
報
告
す
る
と
、

「
其
人
格
を
云
々
し
議
論
沸
騰
察
易
に
決
す
る
模
様
な
か
り
し
し
様
相

を
同
諒
し
た
。
採
決
で
も
武
田
擁
立
一
一
人
、
反
対
七
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
坪
野
市
長
の
年
俸
は
ニ
五

O
O円
だ

っ
た
。
反
対
し
た
七
人
の
政
友
会
別
派
議
員
は
、
九
日
間
村
と
会
見
し
、
十
日
同
時
に
行
わ
れ
る
は
ず
の
市
参
事
会
員
選
挙
で
、

兵
庫
区
は
中
立
派
、
渡
東
区
と
葺
合
区
は
政
友
会
別
派
に
委
任
す
る
と
い
う
条
件
で
、
窓
政
木
党
系
と
「
両
々
提
携
し
」
て
商

村
推
薦
に
同
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
立
派
は
、
十
日
の
会
合
で
武
田
推
薦
で
政
友
会
派
に
同
意
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
『
神

n
v
Lら
h
ツ

「
単
神
戸

一
戸
又
一
初
日
報
』
に
は
、
両
者
に
関
わ
る
記
事
は
な
い
が
、

『
朝
日
新
聞
』
神
戸
付
録
は
、
西
村
が
市
長
に
な
れ
ば
、

市
の
み
な
ら
ず
延
い
て
日
本
の
損
害
た
ら
ん
」
と
、

「

派
の
術
策
」
数
カ
条
を
暴
露
し
て
、
間
村
批
判
を
強
硬
に
行
っ
た
。

六
月
十
五
日
の
市
会
は
、

い
よ
い
よ
市
長
候
補
者
三
人
の
選
出
に
入
っ
た
。
両
派
の
板
挟
み
に
な
っ
た
小
山
政
吉
が
欠
席
し

た
た
め
、
出
席
者
は
四

O
人
と
な
り
、
関
村
と
武
問
、
が
同
数
に
な
っ
た
た
め
、
決
着
は
つ
か
な
か
っ
た
。
武
田
に
投
票
し
た
の

は
、
中
立
派
九
人
に
政
友
会
一
一
人
、
間
村
に
は
憲
政
本
党
系
の

に
政
友
会
別
派
の
七
人
で
、
ど
ち
ら
も
二

O
人
に
と

ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
再
投
票
で
も
同
数
に
な
り
、
窮
し
た
市
会
は
休
会
と
な
っ
た
。
市
会
の
翌
々
日
十
七
日
の
『
神
戸

叉
新
日
報
』
に
、

不
思
議
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
武
田
千
代
三
郎
発
の
官
級
「
市
長
候
補
ノ
内
談
ハ
ア
リ
タ
レ

日露戦争と神戸

ド
、
承
認
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
御
掲
載
ヲ
乞
ウ
」
が
あ
り
、
市
長
就
任
交
渉
は
あ
り
、
条
件
は
出
し
た
が
、
そ
の
後
返
事
は
な

く
「
市
長
問
題
と
小
生
と
の
関
係
は
始
ま
ら
ざ
る
内
に
終
り
を
告
げ
た
る
も
の
に
御
座
候
」
と
の
手
紙
が
全
文
掲
載
さ
れ
た
。

武
田
受
諾
の
事
実
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
さ
れ
た
が
、
政
友
会
派
・
中
立
派
と
も
に
、
武
田
受
諾
で
押
し
切
り
、

第四節

向
数
で
あ
っ
た
以
上
抽
選
に
よ
る
か
、
新
候
補
者
か
を
、
休
会
後
の
交
渉
会
で
主
張
し
続
け
た
。
七
月
二
十
六
日
市
会
が
再
開

さ
れ
た
が
、
岸
本
豊
太
郎
や
牛
場
卒
蔵
ら
の
調
停
が
成
立
せ
ず
、
中
立
派
の
太
田
保
太
郎
殻
長
が
流
会
を
宣
告
し
た
の
で
、
解
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決
は
先
延
ば
し
に
な
っ
た
。

水
上
市
長

の
登
場

八
月
三
日
岸
木
悲
太
郎
と
牛
場
与
蔵
が
仲
裁
者
に
な
り
、
両
者
の
辞
退
と
新
候
補
者
選
定
を
市
会
の
新
委
員
会

に
委
任
す
る
こ
と
で
、

よ
う
や
く
合
意
が
成
立
し
、
そ
の
夜
の
市
会
は
八
人
の
選
定
委
員
を
選
ん
だ
。
実
際
に

候
補
を
探
し
て
い
た
の
は
、
服
部
一
一
一
一
兵
庫
県
知
事
と
岸
本
豊
太
郎
神
戸
商
業
会
議
所
会
頭
で
、
ニ
人
は
上
京
し
、
政
党
出
身

者
で
は
な
く
「
官
吏
又
は
学
者
連
」
（
吋
又
新
』
明
治
一
一
一
十
八
年
八
月
十
日
）
を
探
し
て
い
た
。
市
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
政
治

力
よ
り
も
、
能
力
・
技
術
あ
る
者
を
探
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
京
で
候
補
が
見
付
か
り
、
市
会
選
定
委
員
会
の
検
討
、

選
定
委
員
の
上
京
と
商
会
を
経
て
、

八
月
末
に
よ
う
や
く
候
補
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
横
浜
税
関
長
の
水
上
治
加
別
で
あ
る
。

水
上
は
、
熊
本
県
出
身
で
四
五
歳
、
明
治
二
十
一
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
大
蔵
省
に
入
り
、
長
崎
県
書
記
官

や
松
方
正
義
蔵
相
秘
書
官
を
経
て
、
神
戸
税
関
長
も
務
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

九
日
の
市
会
は
、
水
上
を
第

候
補
、
岸
本
を
第
二
候
補
、
牛
場
卓
蔵
を
第
一
一
一
候
補
に
選
び
、
内
務
大
臣
に
申
請
し
た
。
九

月
二
十
七
日
内
務
省
か
ら
水
上
市
長
認
可
の
裁
可
書
が
届
き
、
こ
こ
に
新
市
政
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
こ
の
節
で

は
『
大
阪
朝
日
新
閉
山
』
神
戸
付
録
、
『
神
戸
又
新
日
報
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
）

362 近代都市神戸の発炭第二主主


